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書
評

著
者
は
、
昭
和
３４
年
生
。
北
大
薬
学
部
卒

業
後
、
北
海
道
ニ
セ
コ
町
役
場
入
庁
。
総
務

課
財
政
係
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
６
年
１１
月

か
ら
１７
年
８
月
ま
で
、
ニ
セ
コ
町
長
を
３
期

務
め
た
後
、
平
成
１７
年
に
衆
議
院
議
員
に
初

当
選
し
、
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
、
総
務
大

臣
政
務
官
と
し
て
、
地
域
主
権
改
革
を
牽
引

し
て
き
た
。

ニ
セ
コ
町
長
時
代
は
、
徹
底
し
た
情
報
公

開
、
全
国
初
の
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
取

り
組
む
な
ど
、
全
国
の
地
方
自
治
を
リ
ー
ド

し
た
首
長
で
あ
る
。

著
者
は
、「
真
実
は
現
場
に
あ
り
。」「
神

は
細
部
に
宿
る
。」
と
、
地
方
行
政
の
現
場

か
ら
発
想
し
、
実
践
を
積
み
重
ね
、
実
効
性

あ
る
施
策
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
か

つ
重
要
と
い
う
立
場
を
、
町
長
時
代
か
ら
一

貫
し
て
持
ち
続
け
て
い
る
。

そ
の
こ
と
が
、
国
と
地
方
の
関
係
、
制
度

設
計
を
構
想
す
る
際
の
骨
太
な
背
骨
と
な
っ

て
お
り
、
明
確
に
な
す
べ
き
こ
と
の
実
現
の

た
め
国
会
に
活
動
の
場
を
移
し
た
首
長
の
ひ

と
り
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
書
は
、
民
主
党
政
権
発
足
か
ら
２
年
間
、

連
絡
員
、
総
理
大
臣
補
佐
官
、
総
務
大
臣
政

務
官
と
役
職
を
変
え
な
が
ら
、
地
域
主
権
戦

略
会
議
の
立
ち
上
げ
、
運
営
に
携
わ
り
、

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
法
制
化
、

「
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
」
な
ど
地

域
主
権
改
革
関
連
法
の
成
立
、「
地
域
自
主

戦
略
交
付
金
制
度
」
の
開
始
、
地
方
交
付
税

額
の
拡
充
、
地
方
自
治
法
の
改
正
、
情
報
公

開
法
の
改
正
案
作
成
な
ど
、
多
く
の
重
要
法

の
制
定
に
か
か
わ
っ
て
き
た
著
者
に
よ
る
、

地
域
主
権
改
革
史
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
い
う
よ
う
に
、「
自
治

体
や
国
民
が
『
お
任
せ
体
質
』
の
ま
ま
で
い

る
こ
と
は
、
国
家
全
体
が
依
存
的
で
あ
り
国

と
し
て
の
自
立
性
も
強
化
さ
れ
ず
、
ひ
い
て

は
日
本
全
体
の
民
主
主
義
の
基
盤
を
弱
体
化

さ
せ
」
る
。「
地
域
の
自
主
性
や
自
立
性
を

高
め
る
こ
と
は
、
一
筋
縄
で
は
進
ま
な
い
、

自
治
体
に
と
っ
て
も
辛
い
取
り
組
み
」
だ
が
、

「
そ
の
辛
さ
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、
は
じ
め

て
基
礎
体
力
が
強
化
さ
れ
、
最
終
的
に
自
治

体
の
自
主
性
や
自
立
性
の
強
化
に
つ
な
が
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評書

る
」
の
で
あ
る
。

７
月
号
で
評
し
た
「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る
力
を
付
け

た
、
自
主
、
自
立
の
賜
物
で
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
浮
か
べ
よ
う
。

ち
な
み
に
著
者
は
、
闇
雲
に
、
す
べ
て
を

自
治
体
に
、
と
い
う
論
者
で
は
な
い
。

「
場
合
に
よ
っ
て
は
、
市
町
村
が
行
う
よ

り
も
、
都
道
府
県
や
国
が
行
っ
た
ほ
う
が
よ

い
仕
事
も
あ
」
り
、「
全
て
の
仕
事
を
国
か

ら
自
治
体
に
移
す
こ
と
だ
け
を
検
討
す
る
の

で
は
な
く
、
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
、
さ
ら

に
国
へ
と
移
し
た
ほ
う
が
よ
い
事
務
権
限
も

合
わ
せ
て
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
必
要
」
で
、

「
国
と
地
方
が
一
緒
に
行
っ
た
ほ
う
が
、
都

合
の
よ
い
仕
事
も
あ
」
る
の
だ
か
ら
、「
国

民
に
と
っ
て
、
公
的
な
責
務
を
ど
う
果
た
す

の
か
を
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
最
適
化
す

る
の
が
、
分
権
や
地
域
主
権
改
革
と
も
い
え

る
」
と
、
明
確
に
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
最
終
章
で
、
地
域
主
権
改
革
を
、

「
多
く
の
人
が
『
自
分
の
居
場
所
と
出
番
を

待
ち
』
自
信
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
け
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
」

だ
と
言
う
。

実
は
こ
の
こ
と
が
重
要
で
、
本
来
、
国
が

な
す
べ
き
こ
と
ま
で
自
治
体
に
移
す
、
と
い

う
こ
と
や
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
論
が
地

域
主
権
改
革
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
強
調

し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
著
者
は
、
自
治
体
規
模
に
相
当

の
差
が
あ
る
な
か
で
、
地
方
６
団
体
の
代
表

が
「
正
当
に
地
方
の
声
を
反
映
し
う
る
の

か
」
と
問
題
提
起
し
、「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
だ
け
で
、
地
方
の
声
を
く
み
上
げ
る

の
で
は
な
く
、「
も
っ
と
、
公
式
に
地
方
の

意
見
を
国
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
」
あ
る
と
す
る
。

著
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、

参
議
院
に
そ
の
役
割
を
持
た
せ
た
ら
ど
う
か

と
考
え
て
お
り
、
実
現
す
れ
ば
、
わ
が
国
の

政
治
構
造
は
大
き
く
変
化
す
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
３
編
の
対
談
、「
地
域
主
権
改
革

は
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
」（
西
尾
勝
）、

「
日
本
の
政
治
史
に
刻
ま
れ
る
『
国
と
地
方

の
協
議
の
場
』
の
法
制
化
」（
山
田
啓
二
）、

「
自
治
体
に
と
っ
て
の
課
題
も
答
え
も
現
場

に
あ
る
」（
久
住
時
男
）
が
、
地
域
主
権
改

革
の
意
義
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

久
住
新
潟
県
見
附
市
長
と
の
対
談
の
な
か

で
著
者
は
、「
提
言
・
実
践
首
長
会
」
を
つ

く
り
行
動
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
の

事
務
局
を
努
め
て
い
た
評
者
に
と
っ
て
、

「
地
方
か
ら
国
を
動
か
す
」
と
い
う
志
に
燃

え
た
逢
坂
町
長
や
久
住
市
長
な
ど
多
く
の
市

町
村
長
に
よ
っ
て
目
前
で
な
さ
れ
た
熱
い
議

論
が
、
現
在
の
地
域
主
権
改
革
の
底
流
に
あ

る
と
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
章

な
ぜ
地
域
主
権
改
革
が
必
要
な
の

か
第
２
章

地
域
主
権
戦
略
大
綱
へ
の
道

第
３
章

地
域
主
権
一
括
法
案
ま
で

第
４
章

そ
れ
で
も
地
域
主
権
改
革
は
進
む

第
５
章

今
後
の
課
題
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